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本資料は、作成時点での最新情報です。追加
情報につきましては、弊社Webサイト
http://www.advantech.co.jp/にてご確認ください。
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RoHS指令対応製品についてRoHS指令対応製品について
RoHS指令対応製品生産については、チップベンダーのPbフリー対応
予定に大きく依存いたします。

AdvantechはPentium®IIIクラスのCPUボードを最優先、次に
Pentium®4/Pentium®MベースのCPUボード、そしてPentium/486クラス
のCPUボードのRoHS指令対応を行います(ただし、一部製品を除く)。
製品のPbフリー及びRoHS指令対応化に伴い、部品変更を行う場合が
あります。

486DX®プロセッサ、430TXチップセット、 GeodeTM GX1 ベース、
Transmeta CrusoeTMベース、VIA Eden/C3プロセッサ及びATI社グラ
フィックスチップ搭載製品はRoHS指令対応を行いません。
量産時には、製品に特別な型番を発行します。

各種環境対応調査票の記載に関しては、弊社独自のものとなります。

状況及びスケジュールは、予告無く変更いたします。
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RoHS指令対応製品の予定（CPUボード）RoHS指令対応製品の予定（CPUボード）
2005年11月15日現在

Advantechは、下記製品を優先してRoHS指令対応を行います。

1)Phoenix Operation( http://www.advantech.com/epc/phoenix/)対応製品を除く

2)PCA-6178-Cは、VGA及びLANチップ等一部仕様を変更し、RoHS対応の予定
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RoHS指令対応製品の予定（バックプレーン）RoHS指令対応製品の予定（バックプレーン）
2005年11月15日現在

Advantechは、下記製品を優先してRoHS指令対応を行います。
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RoHS指令対応製品の予定（産業用I/F）RoHS指令対応製品の予定（産業用I/F）
2005年11月15日現在

Advantechは、下記製品を優先してRoHS指令対応を行います。
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RoHS指令対応製品のスケジュールRoHS指令対応製品のスケジュール
RoHS指令対応製品生産ロードマップは次の3段階から成っています

段階

段階 I
(2005年5月～)
段階 II
（2005年12月～)
段階 III
(2006年7月～)

内容

RoHS指令対応生産開始

生産状況の調整と改善およびパイロットラン

鉛フリー生産を実現後、RoHS指令対応部品を用い、社内サンプルの生産

※ 社外貸出サンプルは、2006年4月より準備を予定いたします。
※ 下記製品については、2006年2月より社外貸出しサンプル準備を予定します。

PCM-9371
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Pbフリーはんだ、Pbフリーの部品を用いて製造されたボードは、材料コ
ストの上昇が伴います。

しかし、Pbフリーはんだ、Pbフリー部品は、量産効果及び代替素材の開
発等により、今後コストダウンが見込まれます。 Pbフリー対応ボードの
コストアップは永続的なものではなく、一時的なものであるものと考えて
います。

ただしSOM製品については、コストアップを行わない予定です。

[コスト]

表. 製品のコストダウンに関して(概念図)

[時間]

Pbフリー製品生産開始

Pbフリー製品量産コスト低下の開始

既存製品との価格の逆転

Pbフリー化の課題：PbフリーのコストとトレンドPbフリー化の課題：Pbフリーのコストとトレンド


